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別紙

委員長　　　　開会宣言、あいさつ
副議長　　　　あいさつ

副町長　　　　あいさつ

委員長　　　　これより議事にはいります。　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　
認定第４号

委員長　　　　まず、本委員会に付託されました認定第４号平成19年度長久手町土地取得特別会計決算認定を議題といたします。認定第４号について執行部の説明を求めます。

財政課長　　　認定第４号について説明。

委員長　　　　説明は終わりました。これより認定第４号に対する質疑等を行います。

　　　　　　　質疑及び意見のある委員は挙手を願います。ございませんか。

浅井委員　　　史跡用地の買い入れ価格は、平米単価いくらですか。　

財政課長　　　平米1万7,300円です。面積が2,022.88㎡です。
浅井委員　　　公共用地先行取得ということですが、これは直接地主さんから買い入れるということですか。
財政課長　　　はい。直接地主さんから購入しています。この土地の他２筆、過去に買い入れておりますが、同一の所有者です。
浅井委員　　　南部土地区画整理組合から処理場建設にあたって公共下水道用地を買い入れたときと金額が１ケタほど違うが、なぜこんなに安いのか。

財政課長　　　購入にあたって不動産鑑定をしておりますが、史跡地という指定をされています。基本的に開発できない土地ですので、土地の単価も非常に低いということです。
青山委員　　　土地の地目は。

財政課長　　　山林ではないかと思います。確認します。

委員長　　　　他にございませんか。なければ、質疑及び意見は以上で終了いたします。

続いて討論採決を行います。最初に反対討論を行います。ございませんか。

ないようですので、次に賛成討論を行います。ございませんか。

ないようですので、採決を行います。認定第４号平成19年度長久手町土地取得特別会計決算認定について原案のとおり賛成の委員の挙手を求めます。

挙手全員であります。よって認定第４号については原案のとおり認定することに決しました。　　

議案第40号

委員長　　　　次に議案第40号平成20年度長久手町一般会計補正予算（第2号）についてを議題といたします。議案第40号について、執行部の説明を求めます。

財政課長　　　議案第40号について説明。

委員長　　　　説明は終わりました。これより議案第40号に対する質疑等を行います。

　　　　　　　質疑及び意見のある委員は挙手を願います。

浅井委員　　　福井１号線道路用地の買入れですが、今回どういう理由で整備することになったのですか。

財政課長　　　まず道路の購入費ですが、平成18年度に土地開発基金で先行取得した

ものを、今回一般会計で買い戻しをするということです。整備理由は、道
路幅員が1.5ｍと非常に狭く、かねてから要望がありましたので3.5ｍほ
どに拡幅するものです。道路舗装も行います。
浅井委員　　　地主からの要望は、町長が１回目の当選当時から出ているものだと思うが、今までできなかったのはなぜですか。　

総務部長　　　購入予算時の土木課からの説明によりますと、土地所有者と用地買収について話し合いがまとまったため、狭い道路を広げて供用したいということです。

浅井委員　　　今までできなかった理由は。

副町長　　　　道路を舗装するにあたり、このあたりは土地改良事業で整備しましたので、農業用で補助をいただくため申請しておりましたが、今回やっと補助がついたので実施するということです。

浅井委員　　　10年以上前から要望されていたと思いますが。私たちの要望も条令や法律を盾にできないとずっと言われてきているが、この方の要望についてはどういうことですか。　　　　　　

副町長　　　　この道路は法的な理由でできるとかできないとは言ってはおりません。
浅井委員　　　では今までどういう理由でできないと説明していたんですか。
副町長　　　　用地買収について地主さんと話がつき、18年度に買わせていただきました。あとは舗装工事に対して補助をもらうため手続きし、やっと今回ついたので補正をお願いしたというわけです。　

浅井委員　　　要望があった当初からそういう努力を続けていたんですか。

副町長　　　　はい。
水野委員　　　道路の幅員として3.5ｍは都市計画上狭くないですか。

建設部次長　　道路の幅員は４ｍです。路肩が0.5ｍあります。
委員長　　　　他にございませんか。なければ、質疑及び意見は以上で終了いたします。

続いて討論採決を行います。最初に反対討論を行います。ございませんか。ないようですので次に賛成討論を行います。ございませんか。

ないようですので採決を行います。議案第40号平成20年度長久手町一般会計補正予算（第2号）について原案のとおり可決することに賛成の委員の挙手を求めます。

　　　　挙手全員であります。よって議案第40号は原案のとおり可決することに決しました。

財政課長　　　先ほど古戦場史跡地の地目についてのご質問の際、山林と申し上げましたが、登記地目は雑種地でございました。

議案第45号

委員長　　　　次に議案第45号公益法人等への職員の派遣等に関する条例の一部を改正する条例についてを議題といたします。議案第45号について、執行部の説明を求めます。

人事秘書課長　議案第45号について説明。

委員長　　　  説明は終わりました。これより議案第45号に対する質疑等を行います。

　　　　　　  質疑及び意見のある委員は挙手を願います。

浅井委員　　　シルバー人材センターや愛知県市町村振興協会は現在公益法人ですか。

人事秘書課長　法律で公益法人改正ということでございまして、いわゆる一般社会法人と公益財団法人の名称がこの12月１日から変わります。いつの時点で出たものか明記することによって、区分けするということです。　
浅井委員　　　質問の趣旨は、公益法人が外部審査になるということですが、今後も公益的法人ではなく公益法人という形で残るのか残らないのか、についてです。
人事秘書課長　法律改正に伴って、法人格をもったものは今後５年間の内に認定、許可を受け名称が変更になりますので、経過措置として法人の下に設立の規定を付け加えたものです。
浅井委員　　　シルバー人材センターや愛知県市町村振興協会は公益法人であり続けるのか。公益法人でなくなることを想定して議案が出てきているのではないですか。
人事秘書課長　特に変わりありません。
浅井委員　　　今後も公益法人ですか。今回は字句について修正するということですか。
人事秘書課長　５年の間に公益法人は行政庁から認定、許可を受けることになりますので、その段階でシルバー人材センターや愛知県市町村振興協会が認定・許可を受けなければ変わってくるかもしれません。
副町長　　　　そもそもなぜ改正しなければならないかといいますと、休眠している　　法人をなくそう、続けていくなら５年の間に再度認可を取りましょうということです。ふるい分けをきちんとしようという趣旨です。浅井議員のご質問の残るか残らないかというのは、法人、財団自体が続けるのであれば認定を取られるわけですから、今後は公益的法人という形で残ります。
委員長　　　　他にございませんか。なければ、質疑及び意見は以上で終了いたします。

続いて討論採決を行います。最初に反対討論を行います。ございませんか。

ないようですので、次に賛成討論を行います。ございませんか。

ないようですので採決を行います。議案第45号公益法人等への職員の派遣等に関する条例の一部を改正する条例について原案のとおり可決する
ことに賛成の委員の挙手を求めます。

　　　　挙手全員であります。よって議案第45号は原案のとおり可決することに決しました。

議案第46号

委員長　　　　次に議案第46号長久手町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例についてを議題といたします。議案第46号について、執行部の説明を求めます。

人事秘書課長　議案第46号について説明。

委員長　　　　説明は終わりました。これより議案第46号に対する質疑等を行います。

　　　　　　　質疑及び意見のある委員は挙手を願います。

委員長　　　　ございませんか。なければ、質疑及び意見は以上で終了いたします。

続いて討論採決を行います。最初に反対討論を行います。ございませんか。

　　　　　　　ないようですので次に賛成討論を行います。ございませんか。

ないようですので採決を行います。議案第46号長久手町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例について原案のとおり可決することに賛成の委員の挙手を求めます。

　　　　挙手全員であります。よって議案第46号は原案のとおり可決することに決しました。

議案第47号

委員長　　　　次に議案第47号長久手町職員定数条例の一部を改正する条例についてを議題といたします。議案第47号について、執行部の説明を求めます。

消防総務課長　議案第47号について説明。

委員長　　　　説明は終わりました。これより議案第47号に対する質疑等を行います。

　　　　　　　質疑及び意見のある委員は挙手を願います。

浅井委員　　　以前に消防の統合について話があったと思います。統合、再編によって人員増は必然的に抑えられますが、そうした見通しはしていますか。　
消防総務課長　消防の広域化につきましては、国や愛知県の消防広域化推進計画によりますと、消防力の低減を図らないことを基本としています。現在長久手町の消防力は近隣市町よりかなり低く、今回の増員で近隣市町と同じくらいになる数字を出しております。　

消防長　　　 現段階で救急活動の増加、並びに救急の高度化によって現場活動時間の長期化、救急車の同時出動の増加等、救急活動に支障をきたしております。当然広域化も目標にありますが、それまでの消防行政サービスの低下を防ぐため定数条例改正をお願いしているものです。　　　　　　　　
浅井委員　　　緊急出動回数が多いのは理解しています。しかし人員が増えれば人的な体制は整うかもしれませんが、合わせて消防車も増車しないと車両がなくて出動できないという状況になります。見通した上の増員ですか。
消防総務課長　現状、消防車はさておき、救急車は常時１隊出動の体制をとっています。救急車については２台配備していまして、非常の場合緊急対応できるようにしています。これを２隊体制に変える目的で今回改正するものです。
吉田委員　　　一気に８名の増員ですが、来年度から即８名募集されるということですか。
人事秘書課長　あくまでこれは定数の改定でありまして、いきなり来年度から８名増やすということではありません。現場の意見を聞き、募集をかけ増やしていきます。
水野委員　　　人員を増やす前段階として、タクシー代わりに使っている人もいると聞くが、抑止についてどのような努力をしていますか。
消防総務課長　現在国の方で、119番受付時のトリアージ、救急の選別ですが、それを今モデル事業として行っています。そうした結果を踏まえ適正な方法を消防として考えていきます。

委員長　　　　他にございませんか。なければ、質疑及び意見は以上で終了いたします。

続いて討論採決を行います。最初に反対討論を行います。ございませんか。ないようですので次に賛成討論を行います。ございませんか。

ないようですので採決を行います。議案第47号長久手町職員定数条例の一部を改正する条例について原案のとおり可決することに賛成の委員の挙手を求めます。

　　　　挙手全員であります。よって議案第47号は原案のとおり可決することに決しました。

議案第50号

委員長　　　　次に議案第50号長久手町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例についてを議題といたします。議案第50号について、執行部の説明を求めます。

消防総務課長　議案第50号について説明。

委員長　　　　説明は終わりました。これより議案第50号に対する質疑等を行います。

　　　　　　　質疑及び意見のある委員は挙手を願います。

委員長　　　　ございませんか。なければ、質疑及び意見は以上で終了いたします。

続いて討論採決を行います。最初に反対討論を行います。ございませんか。

　　　　　　　ないようですので次に賛成討論を行います。ございませんか。

ないようですので採決を行います。議案第50号長久手町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例について原案のとおり可決することに賛成の委員の挙手を求めます。

　　　　挙手全員であります。よって議案第50号は原案のとおり可決することに決しました。

議案第52号

委員長　　　　次に議案第52号消防ポンプ自動車の買入れについてを議題といたします。議案第52号について、執行部の説明を求めます。

消防総務課長　議案第52号について説明。

委員長　　　　説明は終わりました。これより議案第52号に対する質疑等を行います。

　　　　　　　質疑及び意見のある委員は挙手を願います。

浅井委員　　　これは買い替えですか。またどこに配備されますか。
消防総務課長　岩作分団の東器具庫の消防ポンプ車の買い替えです。　

水野委員　　　何社の指名がありましたか。

消防総務課長　８社です。

青山委員　　　車両は現在の消防車両と同等のものですか。

消防総務課長　同程度のものを考えております。

浅井委員　　　前車両は何年使用しましたか。

消防長　　　　14年経過しております。

委員長　　　　他にございませんか。なければ、質疑及び意見は以上で終了いたします。

続いて討論採決を行います。最初に反対討論を行います。ございませんか。ないようですので次に賛成討論を行います。ございませんか。

ないようですので採決を行います。議案第52号消防ポンプ自動車の買入れについて原案のとおり可決することに賛成の委員の挙手を求めます。

　　　　挙手全員であります。よって議案第52号は原案のとおり可決することに決しました。

　　　　執行部の方はありがとうございました。
　　　

（執行部退席）

　　　　次に、閉会中の継続調査についてお諮りいたします。

　　　　　　　委員のお手元に配布してあります継続調査申出事件一覧表のとおり、引き続き閉会中も継続して調査したいと思いますが、ご異議ありませんか。

　　　　　　（異議なしの声あり）

　　　　　　　ご異議ないものと認めます。継続調査申出事件一覧表を私から議長に申し出ておきますから、ご了承願います。

なお、委員長報告は委員長と副委員長に一任していただけますか。
（異義なしの声あり）

ご異議ないようですのでそのように取り計らいさせていただきます。以上で総務まちづくり委員会を終了いたします。

午前１１時４７分閉会
以上、要点筆記は会議内容と相違ないので署名する。

平成２０年１０月　２日

総務まちづくり委員会委員長　　丹羽茂雄
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